
体育科学習指導案 

指導者 植田 慎司  
１．日 時     平成２７年 １１月 ３０日（月） 第６限目（14：45～15：30）  

２．場 所     大阪市立横堤小学校  運動場   

３．学年・組    第５学年３組（計３２名   男子１５名、女子１７名）  

４．単元名     サッカー（ボール運動領域 ゴール型）  

５．学習のねらい   

  ○ 相手のいないところに移動し、パスを受けシュートすることができるようにする。  

（技能）  

○ 仲間で、よい動きを教え合ったり、励まし合ったりすることができるようにする。  

（態度）  

  ○ チームや個人の特長を生かして簡単な作戦を考えることができるようにする。  

（思考・判断）  

６．指導にあたって  

 （1）児童観  

   本学級の児童は体育の好きな児童が多く、運動会のソーランの練習では、休み時間や放課後に

進んで練習する姿が見られた。また縦割り班活動では進んで１年生を迎えに行ったり、ゲームの

ルールを分かりやすく説明したり、高学年として意欲的に活動しようとしている。  

地域のサッカーチームやソフトボールチーム、キックベースボールチームに所属している児童

もいて、休み時間にはボールを使って元気に遊ぶ姿が見られる。しかし普段から運動している児

童とそうでない児童との体力差は大きく、ボール運動に自信をもてない児童もいる。レクリレー

ションでドッジボールを行った際には、コートの隅に集まったり、ボールを取っても近くにいる

仲間に渡して投げてもらったりと積極的にボールに関わろうとしない姿が見られた。そこでルー

ルの工夫や声掛けにより、みんながボールに触れる機会を増やした。少しずつボールを投げたり

受けたりする力の差は縮まっているように見えるものの、ボールに関わろうとする意欲にはまだ

差が見られる。  

  事前に行った体育科の授業についてのアンケートによると、「楽しく勉強できる」や「体を動

かすことが好き」、「ルールを守る」の項目では多くの児童が「はい」「どちらかというと思う」

と答えている。一方、「サッカーができる」の項目では、「どちらかというと思わない」、「いいえ」

と答える児童が多く、サッカーに対して苦手意識をもっている児童が多いことがわかった。基本

の練習やアクティブタイムを通して、基礎的・基本的な技能を習得させ、サッカーに対して苦手

意識をもっている児童の意欲や関心を高めていけるようにしたい。  

体育科授業アンケート  

 はい  どちらかというと思う  どちらかというと思わない  いいえ  

楽しく勉強できる  ２１名（６６％） ８名（２５％）  ３名（９％）  ０名（０％）  

体を動かすことが好き  １９名（５６％） ８名（２５％）  ２名（６％）  ２名（６％）  

サッカーができる  ４名（１３％）  １０名（３１％）  １１名（３４％）  ６名（１９％） 

ルールを守る  ２３名（７２％） ７名（２２％）  １名（３％）  ０名（０％）  

 



 （2）教材観  

サッカーは、攻守が混じり合う中で主に足を使って行う運動である。チーム内の攻防の役割を

分担し、パスやドリブルなどを使い、相手の守備をかわして攻撃する技能や防御の仕方を身に付

けてゲームをすることをねらいとしている。そのためには、ボールを止める・蹴る・運ぶといっ

たサッカーの基礎的・基本的技能を身に付けるとともに、状況に応じてパスやドリブル・シュー

トなどを使って攻撃したり、相手の攻撃を阻止するための様々な守り方を身に付けたりすること

が必要となる。  

また、サッカーは集団で行う球技なので、個人技能と集団技能がともに必要である。そのため、

技能面での課題が多くあり、課題設定がしやすく、児童が自分の能力に合った課題をもつことが

でき、チームの特長を生かすための集団技能に関する課題をもつこともできる。これらの課題を

一つ一つ解決させていくことによって、子どもたちが運動を楽しみ、チームが一つにまとまって

取り組める運動である。  

（3）指導観  

   チーム編成は、すべての児童の運動量を確保し、チームでの話合い活動を活発に行うことがで

きるよう、少人数グループを６チームつくる。また、コートは本校の運動場の広さを考慮して 28

ｍ×22ｍのコートを 3 面にした。試合に出ないときは、ゲームの審判や得点係をしたり、仲間の

応援をしたりして、サッカーのルールの理解や友達のよいプレーを見付けることができるように

していきたい。さらにボールを軽量の３号サッカーボールにすることによって、ボールに対する

恐怖心を少しでも和らげていこうと考えた。  

単元の「はじめ」の段階では、まずサッカーの運動の特性に沿った「よい動き」を映像資料（Ｄ

ＶＤ）で見て理解させる。サッカーの学習に対する意欲を高めるとともに、ボールを止める・蹴

る・運ぶといった基礎的・基本的な技能を知ったり、単元全体の見通しをもったりできるように

する。そして、映像資料で見た「よい動き」を実際の練習や、４対４の試しのゲームでやってみ

る。個人チェックカードを用いて、チーム内で「よい動き」ができているか見合うことで、「今

の自分にはどのような技能が必要なのか」ということに気付くことができ、個人の課題やチーム

の特長、課題を見付けることができるように助言を行っていく。  

   「なか」の段階では、本時の学習課題の確認を行った後に「基本の練習」（10 分）の時間を設

定した。この「基本の練習」の時間では、ボールを使った準備運動をさせるだけでなく、ボール

を持っていない時の動きを身に付けさせたい。ボールを持っていない時の動きには、スペースに

移動してボールを受けたり、相手のマークを引き付け、スペースをつくったりする「攻撃の動き」

と、ボールとゴールの間に立ち、相手のボールを奪ったり、シュートコースやパスコースを限定

したりする「守備の動き」がある。今回の学習では、相手のボールを積極的に奪いに行く「守備

の動き」を身に付けさせることに重点を置きたい。サッカーは、ボール操作の技能の高い児童で

あってもボールをキープする際、足元のボールを見てしまい、顔を上げて周りの状況を見ること

が難しいという特性がある。よって、ボール操作の技能が低い児童であっても、ボール操作の技

能の高い児童の隙をついてボールを奪うことは可能である。相手チームからボールを奪い、自分

のチームの攻撃回数を増やすことでチームに貢献させたい。それらの活動を通してサッカーに苦

手意識をもっている児童の意欲を高めたり、運動量を増加させたり、特長を作ったりすることが

できると考える。より多くの児童がボールに関わりをもつことで、全体の運動量が増えるだけで

なく、サイドや相手の背後のスペースを生かす児童が出てきたり、スペースに動いた児童に対す



る守り方を考えたりとゲームの様相に変化が見られると考える。「基本の練習」では「１対１対

１」（本時の展開参照）や「ドリブルおにごっこ」を行う。「１対１対１」では常に攻撃側１人、

守備側２人の状況になるため、攻撃側がゴールを奪うことは難しいが、守備側は比較的簡単にボ

ールを奪うことができる。ボールを積極的に奪う経験を積み重ねることで、ゲームの中でもボー

ルに関わることができるようにしたい。「ドリブルおにごっこ」では、おに役の児童のみボール

をドリブルしない。自由に動いてボールを取りに行って良く、ドリブル技能が高い児童にも追い

付いてタッチすることが可能である。ボールを持っていないということは大きなアドバンテージ

であることに気付かせ、ゲームの中でも積極的にボールを奪いに行くことができるようにしたい。 

またはじめは「基本の練習」の時間を 10 分としているが、児童の実態に合わせて短くし、「ア

クティブタイム」の時間を長くしても良いと考える。はじめ「アクティブタイム」は、16 分設

定している。「アクティブタイム」はチーム内やチーム相互で見合い、教え合う活動を行うこと

により、チームや個人の力に合った学習課題を探究し解決することができるように進めていく。

特に、「はじめ」の段階の練習や試しのゲームで見付けた課題（ボールを止める・蹴る・運ぶと

いった個人技能）を中心に練習することができるように助言していきたい。学習カードを用いて、

児童がキャプテンを中心に課題の探究、課題解決の場となるようにしていく。また、これらの課

題の探究、課題解決の際にチーム力を高める練習をより児童がイメージ化しやすいように、映像

資料をタブレット端末に入れて、いつでも見られるようにしておく。  

指導者は授業までに、前時の対抗ゲームや学習カード、個人チェックカード、「よい課題の変

遷表」などから動きにつまずきのある児童を把握しておく。そこからその児童に授業中どのよう

なことに気付かせたいのか、どのような力を付けさせたいのかを考え、指導や助言の内容をあら

かじめ準備しておくようにする。またタブレット端末とビデオカメラを活用し、アクティブタイ

ムや対抗ゲームを撮影する。良かった動きや、つまずきの見られる動きを見付け、その場や次時

のアクティブタイムで児童に見せる資料にする。それらを基に、つまずきの見られる児童に対し

て指導者が積極的に関わり、アクティブタイムを適切な指導、支援を行うことができる有意義な

時間としたい。  

対抗ゲームでは、アクティブタイムで習得したことを活用し、チーム内で教え合い・励まし合

えるようにしていきたい。その後のチームの話合いでは、児童が設定したチームのめあてや、個

人の課題が、アクティブタイムや対抗ゲームを通して探究・解決することができたかを振り返る

時間としたい。また、本時の課題の探究・解決活動を受けて、次時の課題の設定やアクティブタ

イムの練習内容などを次時の学習カードに計画できるようにもする。全体の話合いの場では、対

抗ゲームで、アクティブタイムの練習や課題の解決が見られた場面などの発表をさせる。チーム

内だけでなく、相手チームの中で見られたことも話合いの中で出せるよう助言をしていきたい。 

   「まとめ」の段階では、身に付けた個人技能や集団技能を生かしてゲームができるようにさせ

たい。自分たちのチームの特長を生かした簡単な作戦を立ててゲーム大会を楽しむとともに、児

童により自主的な企画運営をさせたい。  

 

 

 

 

 



 

７．ボール運動の観点別評価規準  

技 能  態 度  思考・判断  

・ 簡易化されたゲームの中で、運

動の特性に応じたボール操作の技

能を身に付けることができる。  

・ ゲームの攻防の中で、ボールを

持たない時の動きを身に付けるこ

とができる。  

・ 仲間とともに、ボール運動の

楽しさや喜びを求めて進んで

取り組もうとしている。  

・ ルールやマナーを守って、仲

間と協力しながら安全に練習や

ゲームをしようとしている。  

・ 運動の特性に応じた動

きを知り、簡易化された

ゲームを行うためのル

ールを工夫している。  

・ チームの特長を知り、

作戦を立てている。  

 

８．サッカーの観点別評価規準  

技 能  態 度  思考・判断  

・ 相手や味方の動きをよく見て、

パスをしたり、パスを受けてシュ

ートしたりすることができる。  

・ 相手のいないところに移動して、

パスを受けることができる。  

・ ボールを持っている相手に対し

て、ドリブル、パス、シュートさ

れないように守ることができる。  

・ ボールを持っていない相手にも

同じように守ることができる。  

・ チームや個人の学習

の課題を見付け、進ん

で練習やゲームに取り

組もうとしている。  

・ ルールやマナーを守

り、仲間に声をかけてい

る。  

・ 仲間と協力して、進

んで用具や場の準備・

片付けをしている。  

・ サッカーの学習のねらいや

進め方を理解している。  

・ 自分やチームの課題に合っ

た学習を選んでいる。  

・ 簡単な作戦を立てたり、ル

ールを工夫したりしている。 

・ チーム内の話合いに積極的

に参加し、自分の意見を発表

している。  

 

 ９．学習指導・評価計画（別紙）  

 

１０．本時の学習 （７／９）  

（１）目標  

 ◎ 相手のいないところに移動し、パスを受けシュートすることができる。    （技能）  

○ 仲間で、よい動きを教え合ったり、励まし合ったりすることができるようにする。（態度）  

○ チームや個人の特長を生かして簡単な作戦を考えることができるようにする。  

（思考・判断）  

 

 

 

 

 

 

 



（２）本時の展開  

学 習 活 動  指 導 者 の 働 き か け  評 価  準備物  

１．本時の学習課題の

確認をする。  

（２分）  

 

２．基本の練習をする。 

（１０分）  

 

 

 

 

 

 

 

 

３．アクティブタイム

の活動をする。  

      （１６分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 個人の課題やチームの課題が十分に

確認できているかどうか確認する。  

・ 前時のよい動きを、児童の模範プレ

ーで紹介する。  

・ ボールを使った準備運動は、個人技

能を高めるためのものを主に行わせ

る。  

・ 繰り返し練習を行い、技能と意欲の

向上を図る。  

 

 

 

 

 

・ アクティブタイムの活動を学習カー

ドより確認させる。  

・ 個人の課題解決に取り組むときに

も、チーム内で声を掛け合わせ、伸び

を評価し合ったり、教え合ったりさせ

る。  

・ 学習カードや課題の変遷表から、動

きにつまずきのある児童を見付けて

おき、その児童に対して積極的に指導

や助言をする。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 練習ゲームを予定しているチームに

は、勝ち負けよりも課題を意識するこ

とに重点を置かせ、常に課題を意識し

てプレーするように助言する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・仲間で、よい

動きを教え合っ

たり、励まし合

ったりすること

ができるように

する。（態）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 習 カ ー

ド  

ナ ン バ リ

ン グ ベ ス

ト  

班別かご  

マ ー カ ー

コーン  

映像資料  

（ＤＶＤ） 

タ ブ レ ッ

ト端末  

作 戦 ボ ー

ド  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１対１対１ 

ⓐのゴール  

ⓑのゴール  

©のゴール (マーカーコーン ) 

ⓐ

ⓑⒸ ・ボールは一つ。  

・コートの広さは各校

の実態に合わせる。 

 
スペースでボールを受けてシュート 

ボールの

動き  

人の動き  

コーンなどを守

りとし、その背

後のスペースで

ボールを受け、

シュートできる

ようにする。  

ⓐ

ⓐ

ⓑ

http://www.bing.com/images/search?q=%e3%81%95%ef%bd%8b%ef%bd%8b%ef%bc%8d%e3%81%82%e3%81%bc%e3%83%bc%e3%82%8b&view=detailv2&&id=B260DAA44FC5389613055C1464C46451BC947A14&selectedIndex=4&ccid=gKzjXPAa&simid=608044529491315258&thid=OIP.M80ace35cf01a2dc9b6530691ac784750o0
http://www.bing.com/images/search?q=%e3%81%95%ef%bd%8b%ef%bd%8b%ef%bc%8d%e3%81%82%e3%81%bc%e3%83%bc%e3%82%8b&view=detailv2&&id=B260DAA44FC5389613055C1464C46451BC947A14&selectedIndex=4&ccid=gKzjXPAa&simid=608044529491315258&thid=OIP.M80ace35cf01a2dc9b6530691ac784750o0


 

 

 

 

 

４．練習してきたこと

を生かして対抗ゲー

ムをする。  

 （５分－１分－５分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．反省をし、次時の

課題を見付け、全体

で発表する。  

（４分）  

 

 

 

 

６．整理運動と片付け

をする。  （２分） 

 

・ 課題解決にせまる動きや、よい練習

方法を見付けた児童やチームを賞賛

し、更に意欲をもって学習に取り組め

るようにする。  

 

・ 課題を意識してゲームにのぞめるよ

う助言する。  

・ プレーヤーとしてゲームに参加しな

い児童には、外から指示や励まし・賞

賛の声をかけさせる。  

・ 課題解決にせまる動きが見られた

り、チームでの協力がよかったりした

ときには、その都度賞賛の声をかけ

る。  

・ チームや個人の特長に応じて、どの

ように攻めたり守ったりするかとい

った簡単な作戦が考えられるよう助

言していく。  

 

 

 

・ 互いの伸びを認め合い、よかった点、

改善すべき点を話し合わせ次時の課

題を見付けさせる。  

・ 課題を見付けにくい児童には、個別

に支援をする。  

・ アクティブタイムや対抗ゲームでよ

かったことなどを発表させる。  

 

・ 整理運動をする。  

・ 仲間と協力して片付けをする。  

 

 

 

 

 

 

・相手のいない

と こ ろ に 移 動

し、パスを受け

シュートするこ

と が で き る 。

（技）  

 

 

 

・チームや個人

の特長を生かし

て簡単な作戦を

考えることがで

き る よ う に す

る。（思）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電 子 ホ イ

ッスル  

得点板  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※映像資料  

①サッカー（全体イメージ）            ⑦ボールキープ編  

②ゲームの仕方（ルール・反則）          ⑧守りの基本編  

③トラップ・キック                ⑨ゴールキーパー編  

④基本練習編                   ⑩作戦の立て方１  

（ドリブルからのシュート・１対１・パスからのシュート）  

⑤ボールタッチ編                 ⑪作戦の立て方２  

⑥ドリブル・ターン編               ⑫指導者の皆さんへ～ゲームの変化～  


